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高
橋
会
長
年
頭
ご
挨
拶 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
家
族

と
も
ど
も
良
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
大
変
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

Ｏ
Ｂ
会
も
新
た
な
会
員
を
迎
え
、
会

員
数
約
五
六
〇
名
に
な
り
ま
し
た
。 

会
の
益
々
の
発
展
を
支
え
る
べ
く
、

会
の
運
営
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣

味
の
会
な
ど
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
地
区
別
集
会
な
ど
総
会
以
外
の
日

常
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
、
会
員
の
皆
様
の
心
身
の
健

康
に
役
立
ち
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い

気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
第
二
の
人
生
を

楽
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
何

ら
か
の
形
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
の
に

お
役
立
ち
で
き
る
よ
う
念
じ
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
こ
れ
ら
各
地
の
活

動
の
記
事
が
豊
富
に
な
っ
て
き
て
い
る

ほ
か
、
会
員
個
人
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

の
紹
介
も
増
え
、
開
く
の
が
楽
し
み
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
編
集
担
当
幹
事

の
方
は
じ
め
サ
ポ
ー
ト
の
方
々
の
ご
努

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
活
発
な
投
稿
を

お
願
い
し
ま
す
。 

今
年
も
こ
の
路
線
に
沿
っ
て
活
発
な

活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
相
変
わ
ら
ず
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
の

益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

  

大
阪
支
部
定
期
総
会 

 

平
成
十
五
年
十
一
月
十
八
・
十
九
日 

 

北
摂
の
地
伏
尾
温
泉
に
あ
る
鮎
茶
屋

そ
の
名
も
「
不
死
王
閣
」
に
ゲ
ス
ト
を

含
め
て
十
七
名
が
集
っ
た
。 

 

織
り
姫
伝
説
に
由
来
す
る
「
衣
懸
け

の
湯
」
の
庭
園
露
天
風
呂
に
浸
か
っ
た

一
同
は
午
後
六
時
を
期
し
て
宴
会
場
へ
。 

 

山
口
滋
新
支
部
長
の
開
会
挨
拶
、
行

事
・
会
計
報
告
が
あ
り
、
続
い
て 

Ｍ
Ｐ
Ｉ
関
西
支
社
長
よ
り
会
社
の
近
況

に
つ
い
て
報
告
頂
い
た
が
、
中
で
も
ヒ

シ
パ
イ
プ
が
発
売
五
十
周
年
を
迎
え
祝

賀
会
を
開
催
し
た
由
、
皆
感
慨
に
耽
る

こ
と
暫
し
。 

 

町
田
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
の
後
、
座

は
一
気
に
酒
宴
へ
と
ひ
た
走
り
始
め
た
。 

 

芸
達
者
の
宮
本
さ
ん
が
十
八
番
の

「
が
ま
の
油
売
」
変
じ
て
そ
の
昔
Ｓ
社

Ｋ
社
の
担
当
者
を
し
て
参
っ
た
と
言
わ

し
め
た
と
い
う
「
ヒ
シ
パ
イ
プ
売
り
」

の
口
上
を
演
じ
始
め
る
と
会
場
の
全
員

が
抱
腹
絶
倒
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
場

は
乱
れ
始
め
懐
旧
談
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
へ

と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
行
っ
た
。 

 

 

 

三
時
間
近
く
の
宴
も
ゲ
ス
ト
の
紹
介

も
済
み
日
帰
り
組
が
退
出
す
る
頃
漸
く

中
締
め
と
な
っ
た
が
そ
の
後
二
次
会
は

深
夜
に
及
ん
だ
。 

 

翌
日
は
宿
泊
組
十
二
名
が
車
五
台
に

分
乗
し
五
月
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
か
ら

「
勝
ち
だ
る
ま
」
の
応
頂
山
勝
尾
寺
（
勝

王
寺
と
も
い
う
）
に
参
詣
、
境
内
の
紅

葉
を
楽
し
ん
だ
後
阪
急
箕
面
駅
に
て
散

会
し
た
。 

 
 
 
 

（
熊
倉
寛
記
） 

 

九
州
支
部
忘
年
懇
親
会 

 

 

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
（
土
） 

於
木
曽
路
（
天
神
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ

ル
店
） 

出
席
者 

安
部
敏
朗
、
井
上
雅
史
、

上
野
徳
機
、
川
野
秀
正
、
川
山
功
治
、

菊
浪
義
信
、
桑
村
倬
正
、
佐
古
田
英

男
、
柴
田
弘
視
、
末
永
理
、
相
馬
義

一
、
田
中
一
英
、
西
田
茂
、
久
富
良

司
、
古
川
國
男
、
松
尾
義
光
、
矢
野

俶
久
、
和
藤
隆
英
、
荒
井
支
社
長 

 

景
気
の
風
向
き
も
上
昇
気
配
と
思

わ
れ
る
の
で
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
ね
ら
っ
て
早
目
の
忘
年
懇
親
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

初
参
加
二
名
、
総
勢
十
九
名
が
集

い
、
年
令
差
を
感
じ
さ
せ
な
い
和
や

か
な
飲
み
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

若
い
会
員
が
増
え
た
こ
と
も
あ
っ

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

積
も
る
話
を
積
み
残
し
た
方
々
、

飲
み
足
り
な
い
方
々
は
昔
馴
染
み
の

ネ
オ
ン
輝
く
街
へ
と
出
向
か
れ
ま
し

た
。 

 
 
 
 

（
佐
古
田
英
男
記
） 

 

名
古
屋
分
会
懇
親
会 

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日(

土) 

十
二
時
～
午
後
二
時 

 

場
所
「
中
国
料
理
」
東
天
紅 

出
席
者 

岸
川
茂
、
合
原
精
一
、
竹

内
薫
範
、
玉
木
正
良
、
中
島
次
郎
、

速
水
幹
男
、
円
山
普
薫
、
蓑
島
勝
、

宮
内
勉 

 

名
古
屋
分
会
所
属
の
会
員
は
総
数 

二
十
名
で
そ
の
内
、
愛
知
県
在
住
者

は
十
三
名 

岐
阜
県
四
名 

三
重
県 

三
名
と
な
っ
て
い
る
。 

 

初
会
合
以
来
三
回
目
と
な
る
今
回

は
ア
ク
セ
ス
に
便
利
な
国
際
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
の
最
上
階
に
あ
る
「
東
天
紅
」

を
会
場
に
選
び
、
窓
外
に
広
が
る
名

古
屋
市
内
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら

の
懇
親
会
と
な
っ
た
。 

 

 

幹
事
か
ら
新
人
会
員
の
紹
介
や
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
報
告
を
行
っ
た

後
、
合
原
先
輩
に
乾
杯
の
音
頭
を
お

願
い
し
全
員
の
健
康
を
祈
念
し
懇
親

会
に
入
っ
た
。 

 

昔
話
や
近
況
交
換
な
ど
で
話
が
弾

お
元
気
で
す
か 
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み
瞬
く
間
に
予
定
の
時
間
に
な
っ
た

の
で
再
会
を
約
し
散
会
し
た
。 

 

な
お
、
行
事
が
重
な
り
日
程
調
整

が
つ
か
な
い
方
か
ら
は
丁
重
な
近
況

コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。 

 

次
回
は
現
役
で
活
躍
中
の
人
も
含

め
更
に
多
く
の
方
々
が
出
席
出
来
る

よ
う
日
時
の
設
定
を
工
夫
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
岸
川
茂
記
） 

 

本
年
度
Ｏ
Ｂ
会
総
会
予
告 

 

平
成
十
六
年
五
月
二
十
一
日
（
金
） 

 

場
所 

長
浜
工
場 

詳
細
は
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

歩
こ
う
会 

 

本
部
地
区
第
三
十
七
回
歩
こ
う
会 

 

湘
南
鷹
取
山
ハ
イ
キ
ン
グ 

 

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日
（
金
） 

参
加
者
二
十
二
名 

石
川
晃
司
、
石

橋
正
康
、
市
村
義
雄
、
小
倉
武
司
、

木
澤
英
雄
、
木
原
仁
博
、
坂
本
堅
一
、

清
水
康
次
、
下
瀬
英
樹
、
高
橋
健
二
、

高
橋
義
衛
、
土
川
猛
弘
、
豊
田
安
鴻
、

中
川
実
信
、
野
中
矩
仁
、
浜
田
幸
三
、

原
田
浩
次
、
藤
原
志
朗
、
村
上
錠
作
、

山
田
守
士
、
山
本
猛
、
吉
井
靖 

 

三
浦
半
島
の
北
部
に
在
る
鷹
取
山

に
登
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
の
東
逗

子
駅
か
ら
表
参
道
を
経
て
、
ま
ず
は

神
武
寺
へ
、
次
に
薬
師
堂
前
の
「
な

ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木
」
を
見
て
一

服
し
た
後
、
奥
の
院
跡
ま
で
急
坂
を

登
る
。 

 

そ
の
後
は
所
々
に
露
岩
が
見
ら
れ

る
尾
根
道
を
進
み
、
鷹
取
山
頂
上
直

下
の
広
場
に
十
二
時
半
に
到
着
。
駅

か
ら
約
一
時
間
二
十
分
を
要
し
た
。 

 

展
望
台
へ
上
が
っ
て
も
富
士
山
や

房
総
半
島
は
残
念
な
が
ら
見
え
な
い
。

し
か
し
眼
下
の
横
須
賀
市
街
、
三
浦

半
島
、
相
模
湾
一
帯
に
か
け
て
の
眺

望
は
素
晴
ら
し
い
。 

 

も
う
一
つ
残
念
な
こ
と
は
ウ
イ
ー

ク
デ
ー
の
た
め
頂
上
直
下
の
岩
壁
で

の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
練
習
風
景

を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。 

 

約
一
時
間
の
昼
食
休
憩
後
、
磨
崖

仏
の
横
を
通
り
抜
け
山
道
を
下
り
京

浜
急
行
の
追
浜
駅
へ
向
か
う
。 

 

 

魚
料
理
の
店
「
七
海
」
で
懇
親
会

を
行
う
。
皆
程
々
に
酔
が
ま
わ
り
、

午
後
四
時
半
「
鷹
取
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
終
了
し
た
。 

 

（
野
中
矩
仁
記
） 

 

 

本
部
地
区
第
三
十
八
回
歩
こ
う
会 

 

寄
席
演
芸
を
楽
し
む 

平
成
十
五
年
十
二
月
四
日
（
木
） 

国
立
演
芸
場 

参
加
者
十
七
名 

安

彦
隆
、
荒
木
秀
浩
、
石
橋
正
康
、
市

村
義
雄
、
岩
田
幸
三
、
香
川
重
雄
、

加
藤
進
、
黒
川
亮
、
篠
島
秀
明
、
谷

口
勝
利
、
中
村
寿
夫
、
原
田
浩
次
、

広
瀬
勉
、
松
内
俊
夫
、
山
本
猛
、
吉

田
清
、
吉
井
靖 

 

演
芸
場
の
入
口
ロ
ビ
ー
は
我
々
と

同
様
の
熟
年
グ
ル
ー
プ
で
溢
れ
て
い

る
。
会
場
は
ほ
ぼ
八
分
の
入
り
。 

 

講
談
：
神
田
き
ら
り
「
力
士
谷
風 

 
 
 
 
 
 

と
佐
野
山
の
逸
話
」 

 

落
語
：
瀧
川 

鯉
橋
「
か
ぼ
ち
ゃ
」 

 

歌
謡
漫
談
：
東
京
ボ
ー
イ
ズ 

 

落
語
：
桂
右
団
治
「
そ
こ
つ
長
屋
」 

 

漫
才
：
新
山 

ひ
で
き 

や
す
こ 

 

落
語
：
桂 

伸
治
「
寝
床
」 

 

奇
術
：
松
旭
斎
八
重
子
プ
ラ
ス
１ 

 

落
語
：
桂 

小
文
治
「
の
ざ
ら
し
」 

 

俗
曲
：
松
乃
家 

扇
船 

 

落
語
：
桂 

文
治
「
禁
酒
番
屋
」 

 

開
演
早
々
、
会
場
に
女
流
講
釈
師

の
威
勢
の
良
い
声
が
流
れ
る
。
落
語

噺
の
合
間
に
歌
謡
曲
、
マ
ジ
ッ
ク
や

都
々
逸
等
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

「
桂
右
団
治
」、
落
語
芸
術
協
会
の
女

性
真
打
ち
の
一
番
目
。
ト
リ
の
桂
文

治
師
匠
の
水
カ
ス
テ
ラ
の
飲
み
っ
ぷ

り
は
至
芸
。
終
演
後
、
近
く
の
「
え

ぞ
会
席
」
に
移
り
、
広
瀬
さ
ん
の
挨

拶
で
開
宴
。
寄
席
の
話
、
来
年
三
月

の
作
品
展
、
健
康
、
近
況
等
々
と
話

が
弾
み
、
最
後
は
荒
木
さ
ん
の
三
本

締
で
お
開
き
。 

 
 

（
吉
井
靖
記
） 

 

 

長
浜
支
部
第
九
回
歩
こ
う
会 

 

安
土
城
跡
を
巡
る 

 

平
成
十
五
年
十
一
月
十
三
日(

木) 

 

参
加
者
十
五
名 

東
正
一
、
大
西

義
夫
、
梶
道
信
、
木
下
勝
康
、
北
村

忠
衛
、
小
林
一
好
、
富
岡
秀
雄
、
外

海
金
太
郎
、
中
山
勉
、
西
沢
芳
朗
、

武
蔵
秀
夫
、
武
藤
實
、
森
川
栄
寿
、

世
森
幹
治
、
柴
田
清
廣 

 

 

Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
を
出
発
し
て
、
約

六
㎞
を
小
一
時
間
歩
い
て
安
土
城
跡

の
入
リ
口
に
到
着
。 

 

更
に
標
高
一
九
九
ｍ
の
小
高
い
山

の
頂
上
に
建
て
ら
れ
た
天
守
閣
跡
を

目
指
し
て
、
段
差
の
高
い
石
段
を
苦

戦
し
な
が
ら
登
る
。
途
中
前
田
利
家
、

羽
柴
秀
吉
、
森
蘭
丸
等
の
屋
敷
跡
が

あ
る
。
お
昼
に
天
守
閣
跡
に
到
着
。 

 

天
守
閣
か
ら
見
渡
す
琵
琶
湖
、
比

叡
の
山
並
み
、
安
土
の
城
下
の
眺
望

を
満
喫
し
て
下
山
。 

 

 

さ
ら
に
近
く
の
安
土
風
土
記
の
丘

に
展
示
さ
れ
て
い
る
原
寸
大
に
復
元

さ
れ
た
天
守
閣(

五
、
六
階
部
分)

や
安

土
駅
近
く
の
城
郭
資
料
館
で
安
土
城

の
二
十
分
の
一
の
精
密
な
模
型
を
見

学
し
て
全
行
程
を
終
了
。
全
行
程
約

十
㎞
、
五
時
間
の
「
織
田
信
長
の
ロ

マ
ン
」
に
接
し
た
一
日
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
柴
田
清
廣
記
） 

 

長
浜
支
部
工
場
見
学
会 

 

長
浜
バ
イ
オ
大
学
見
学
会 

 

平
成
十
五
年
十
月
十
六
日(

木) 

 

参
加
者
十
五
名 

大
村
元
孝
、
大

西
義
夫
、
加
藤
勲
、
梶
道
信
、
柴
田

弥
蔵
、
下
田
篤
生
、
立
石
尭
、
堤
賢

三
、
富
岡
秀
雄
、
中
山
勉
、
広
瀬
毅
、

森
隆
男
、
森
川
栄
寿
、
世
森
幹
治
、

柴
田
清
廣 

 

Ｊ
Ｒ
田
村
駅
に
集
合
し
て
、
先
ず

多
田
幸
寺
を
拝
観
し
、
中
島
義
観
住

職
か
ら
寺
の
歴
史
や
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
御
本
尊
「
薬

師
如
来
座
像
」
に
つ
い
て
の
説
明
と

講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

像
は
平
安
時
代
初
期
の
作
で
、
榧

材
の
一
木
造
り
で
黒
光
り
し
て
い
る

堂
々
と
し
た
威
厳
の
あ
る
仏
像
で
し

た
。 

 

 

多
田
幸
寺
か
ら
徒
歩
で
長
浜
バ
イ

オ
大
学
へ
移
動
し
て
、
広
報
部
の
方

か
ら
大
学
の
特
色
や
教
育
科
目
の
概

要
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
校
内
の
施
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設
や
研
究
・
実
験
機
器
を
見
学
し
ま

し
た
。 

 

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
長
浜
市
と
経

営
母
体
の
関
西
文
理
学
園
と
の
公
民

協
力
方
式
で
設
立
さ
れ
、
新
産
業
の

育
成
を
目
指
す
「
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
」
の
中
核
施
設
と
し
て
地
域

の
期
待
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。 

 

教
授
陣
も
バ
イ
オ
企
業
か
ら
転
じ
た

人
が
多
く
、
研
究
・
実
験
機
器
も
最
新

最
高
の
も
の
が
揃
っ
て
い
て
、
ノ
ー

べ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
田
中
耕

一
さ
ん
が
開
発
さ
れ
た
「
蛋
白
質
微

量
精
製
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
機
器
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

（
柴
田
清
廣
記
） 

  

大
阪
支
部
第
九
回
樹
楽
会 

 

嵯
峨
野
路
を
歩
く 

 

平
成
十
五
年
九
月
二
十
九
日
（
月
） 

参
加
者
八
名 

岡
本
益
弘
、
奥
田
公

具
、
内
藤
次
生
、
平
井
穣
、
福
井
久
、

町
田
富
美
夫
、
山
口
陸
雄
、
熊
倉
寛 

 

コ
ー
ス 

京
都
駅
～
大
覚
寺
～
高

雄
～
清
滝 

 

 

京
都
駅
か
ら
大
覚
寺
行
の
バ
ス
に

揺
ら
れ
る
こ
と
一
時
間
、
途
中
太
秦

映
画
村
、
有
栖
川
な
ど
を
横
目
に
嵐

山
方
面
に
向
か
う
。
桂
川
の
岸
を
通

り
、
渡
月
橋
を
右
折
し
て
程
な
く
大

覚
寺
に
到
る
。 

 

境
内
の
風
情
・
風
格
は
格
別
で
あ

り
時
代
劇
の
ロ
ケ
に
頻
繁
に
使
用
さ

れ
る
。 

 

寺
脇
を
尐
し
進
む
と
駆
込
み
寺
で

知
ら
れ
る
「
直
指
庵
」
が
見
え
、
こ

こ
か
ら
嵯
峨
野
め
ぐ
り
コ
ー
ス
に
入

り
桂
川
支
流
の
清
滝
川
渓
流
沿
い
に

高
雄
を
通
る
。
こ
の
辺
り
は
東
海
自

然
歩
道
に
通
じ
て
い
る
。 

 
菖
蒲
谷
池
で
昼
食
休
憩
後
、
紅
葉

で
有
名
な
「
高
雄
山
神
護
寺
」
を
垣

間
見
て
愛
宕
神
社
へ
の
登
山
口
で
も

あ
る
清
滝
に
到
着
。 

 

帰
路
ビ
ー
ル
、
酒
な
ど
で
乾
杯
、

次
回
の
予
定
を
相
談
し
散
会
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
熊
倉
寛
記
） 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

本
部
地
区
第
二
十
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
五
年
十
月
二
十
三
日(

木) 

 

大
厚
木
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

 

参
加
十
九
名 

安
藤
明
義
、
石
橋

正
康
、
市
村
義
雄
、
岩
田
幸
三
、
大

庭
忠
利
、
小
倉
武
司
、
壁
本
昌
隼
、

亀
田
実
、
坂
本
堅
一
、
佐
藤
昌
二
、

高
橋
健
二
、
高
橋
義
衛
、
長
崎
英
太

郎
、
西
林
公
助
、
原
田
浩
次
、
牧
原

稔
、
三
浦
修
、
横
幕
敏
郎
、
渡
部
一

蔵 

 

七
十
七
歳
以
上
の
大
先
輩
四
名
の
参

加
を
得
た
ほ
か
に
、
初
参
加
の
三
名
が

加
わ
り
、
大
変
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

 

前
回
の
準
優
勝
者
長
崎
さ
ん
が
ハ
ン

デ
イ
も
上
が
り
不
利
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
実
力
発
揮
で
優
勝
。
二
位
に
は 

 

初
参
加
の
牧
原
さ
ん
が
、
三
位
に
は
高

橋
さ
ん
が
見
事
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
で
は
、
距
離
的
に
遠

い
た
め
参
加
し
づ
ら
い
千
葉
、
茨
城
方

面
の
方
た
ち
の
た
め
、
従
来
か
ら
の
ゴ

ル
フ
会
に
加
え
て
、
新
た
に
東
関
東
地

区
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
開
催
の
企
画
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

優
勝 

 

長
崎
英
太
郎 

 

準
優
勝 

牧
原
稔 

 

第
三
位 

高
橋
義
衛 

 

Ｂ
Ｇ 

市
村
義
雄
八
二(4

2
,4

0
) 

 
ニ
ア
ピ
ン
賞 

市
村
義
雄 

坂
本

堅
一 
石
橋
正
康 

亀
田
実 

 

特
別
賞(
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
べ

ス
ト
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア)

高
橋
義
衛 

次
回
幹
事 

長
崎
英
太
郎
、
牧
原
稔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

三
浦
修
記) 

 

長
浜
支
部
第
二
一
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
五
年
十
月
三
日
（
金
） 

 

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

 

参
加
十
九
名 

雨
森
作
仁
、
岩
根

信
次
、
尾
本
光
弘
、
加
藤
勲
、
神
部

勇
作
、
北
川
浩
生
、
草
野
康
雄
、
小

林
一
好
、
後
藤
健
二
、
笹
原
榮
之
介
、

柴
田
壽
一
、
柴
田
弥
蔵
、
竹
田
善
祐
、

西
沢
芳
朗
、
服
部
重
受
、
藤
田
稔
、

武
藤
幹
男
、
山
田
知
男
、
柴
田
清
廣 

 

爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
文

句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
天
気
で
し
た

が
、
成
績
に
は
不
満
の
残
る
方
が
多

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

プ
レ
ー
後
、
場
所
を
Ｄ
Ｓ
社
「
汲

月
」
へ
移
し
て
懇
親
会
並
び
に
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

主
な
入
賞
者
と
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

優
勝 

 

雨
森
作
仁
（
Ｂ
Ｇ
）
八
六 

準
優
勝 

草
野
康
雄 

第
三
位 

神
部
勇
作 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
柴
田
清
廣
記
） 

 

 

大
阪
支
部
第
四
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
五
年
十
月
二
日
（
木
） 

 

箕
面
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 

従
来
二
組
が
や
っ
と
だ
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
は
十
一
名
の
参
加
を
得

ま
し
た
。 

 
参
加
者 

雨
森
作
仁
、
宇
塚
正
、

岡
本
益
弘
、
熊
倉
寛
、
野
瀬
庄
一
、

平
井
穣
、
南
野
彰
宏
、
山
本
功
、
渡

辺
俊
彦
、
吉
田
康
子
（
特
別
参
加
）

山
口
滋
（
記
） 

 

優
勝 

 

南
野
彰
宏 

 

準
優
勝 

野
瀬
庄
一 

 

第
三
位 

雨
森
作
仁 

 

  

テ
ニ
ス
同
好
会 

 

本
部
地
区
秋
季
大
会 

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日(

金) 

 

三
菱
化
学
狛
江
コ
ー
ト 

参
加
者 

市
村
義
雄
、
伊
藤
春
生
、

井
東
政
蔵
、
岡
田
五
郎
、
加
藤
欽
一
、

篠
島
秀
明
、
高
橋
義
衛
、
土
川
猛
弘
、

鳥
居
正
義
、
西
林
公
助
、
原
田
浩
次
、

藤
原
志
朗
、
牧
原
稔
、
宮
下
和
久
、

安
田
久
雄
、
川
上
治
夫 

 

六
十
才
か
ら
八
十
六
才
ま
で
の
十

六
名
の
シ
ニ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集
い

ま
し
た
。 

 

試
合
は
、
六
ゲ
ー
ム
先
取
の
エ
キ

ジ
ビ
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
以
外
は
、
全
て

四
ゲ
ー
ム
先
取
で
ジ
ュ
ー
ス
一
回
の

み
の
ノ
ン
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
方
式
で
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行
な
わ
れ
、
殆
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
四

乃
至
六
試
合
に
出
場
し
、
ト
ー
タ
ル

十
九
試
合
を
こ
な
し
ま
し
た
。 

 

往
年
の
名
選
手
と
、
腕
は
と
も
か

く
根
っ
か
ら
の
テ
ニ
ス
好
き
な
方
と

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
に
は

見
応
え
の
あ
る
味
な
プ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
る
一
方
、
舌
戦
を
交
え
て
の
珍

プ
レ
ー
な
ど
も
散
見
さ
れ
、
和
気

藹
々
の
雰
囲
気
の
う
ち
に
一
日
を
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

打
上
げ
会
で
は
、
参
加
者
全
員
の

近
況
報
告
等
話
題
が
尽
き
ず
、
十
六

時
三
十
分
に
や
っ
と
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
従
来
当
大
会
に
利
用
し
て

い
た
三
菱
化
学
狛
江
コ
ー
ト
が
平
成

十
六
年
一
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
る
の
で
、

次
回
の
開
催
地
は
検
討
メ
ン
バ
ー
で

選
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
川
上
治
夫
記
）  

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０ 

「
第
七
回
第
八
回
撮
影
会
」 

第
七
回 

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

(

火)

川
越
市 

第
八
回 

平
成
十
五
年
年
十
一
月
二

十
八
日(

金)

鎌
倉
市 

参
加
者 

青
山
新
太
郎
、
永
松
啓
至
、

吉
井
道
郎
、
久
保
秀
雄
、
橋
本
志
眞

彦
、
山
崎
勲
、
山
本
猛
、
西
林
公
助
、

柳
沢
知
男
、
廣
江
昭
道 

 

小
江
戸
川
越
。
紅
葉
に
は
す
こ
し

早
す
ぎ
た
感
じ
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
喜
多
院
の
奥
庭
、
五
百
羅
漢
、
菓

子
屋
横
丁
の
メ
ル
へ
ン
、
ど
っ
し
り

と
し
た
蔵
造
り
の
商
家
の
黒
い
外
壁
、

大
き
な
鬼
瓦
、
藍
染
め
の
暖
簾
等
々

今
に
残
る
小
江
戸
の
し
っ
と
り
落
ち

着
い
た
風
情
を
求
め
て
歩
い
た
一
日

で
し
た
。
は
た
し
て
そ
れ
が
作
品
に

結
び
付
い
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

鎌
倉
撮
影
会
。
円
覚
寺
で
は
ひ
た

す
ら
紅
葉
と
古
刹
の
組
み
合
わ
せ
を

求
め
て
、
拝
殿
に
ぬ
か
ず
く
の
も
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
亀

ヶ
谷
切
通
し
、
化
粧
坂
切
通
し
を
経

て
源
氏
山
公
園
へ
。
こ
こ
で
は
遠
足

の
小
学
生
が
お
弁
当
を
鳶
に
さ
ら
わ

れ
て
大
騒
ぎ
し
て
い
ま
し
た
。
風
が

強
く
撮
影
も
そ
こ
そ
こ
に
引
き
返
し

て
海
蔵
寺
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

 

 

先
の
川
越
、
今
回
の
鎌
倉
、
ど
ち

ら
も
よ
く
歩
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

元
気
な
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
が
、
と

て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。 

 

懇
親
会
で
は
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
出
品

を
中
心
に
話
し
合
い
、
写
真
談
義
に

も
花
が
咲
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

 
 
 
 

（
廣
江
昭
道
記
） 

 

趣
味
、
健
康
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク 

 

菱
水
会
の
ご
紹
介 

 

菱
水
会
は
観
世
流
謡
曲
と
仕
舞
を

通
じ
て
、
三
菱
各
社
の
親
睦
と
連
帯

感
を
育
む
こ
と
を
理
念
に
昭
和
二
十

四
年
に
発
足
し
た
能
楽
同
好
会
で
す
。 

 

諸
先
輩
、
諸
先
生
の
熱
心
な
ご
指

導
、
三
菱
金
曜
会
、
養
和
会
の
ご
支

援
を
賜
り
、
春
秋
二
回
の
大
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
て
、
さ
る
十
一
月
二

二
日
は
第
一
一
〇
回
を
終
え
た
と
こ

ろ
で
す
。 

 

 

現
在
会
員
は
十
七
社
約
四
百
人
で
、

三
菱
樹
脂
か
ら
Ｏ
Ｂ
三
名
（
明
吉 

橋
田 

鳥
居
）
現
役
十
一
名
が
参
加

し
て
い
ま
す
。 

 

能
楽
は
平
成
十
三
年
五
月
世
界
無

形
遺
産
に
指
定
さ
れ
、
日
本
伝
統
文

化
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
第
一
号

で
す
。 

 

こ
の
伝
統
文
化
に
身
近
に
接
す
る

良
い
機
会
と
し
て
初
心
者
は
勿
論
の

こ
と
、
稽
古
の
経
験
が
あ
る
方
も
三

菱
グ
ル
ー
プ
の
方
で
し
た
ら
歓
迎
い

た
し
ま
す
。 

 
 

（
鳥
居
正
義
記
） 

  

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
か
ら 

 

▽
会
員
の
状
況 

全
会
員
数 

五
五
八
名 

本
部
三
〇
七

名 

長
浜
一
六
七
名 

大
阪
三
五
名 

名
古
屋
二
〇
名 

九
州
二
九
名
（
平
成

十
五
年
十
二
月
十
二
日
現
在
） 

▽
訃
報 

白
崎
重
幸
殿 

平
成
十
五
年
五
月
十
二

日
逝
去 

西
村
富
士
雄
殿 

平
成
十
五
年
七
月
七

日
逝
去 

満
本
敏
一
殿 

平
成
十
五
年
七
月
二
十

日
逝
去 

田
幡
義
勝
殿 

平
成
十
五
年
八
月
三
十

一
日
逝
去 

鶴
田
泰
祐
殿 

平
成
十
五
年
九
月
十
二

日
逝
去 

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
の
ご
案
内 

 

会
期 

平
成
十
六
年
三
月
八
日
（
月
）

～
三
月
十
四
日
（
日
） 

時
間 

午
前
十
時
～
午
後
六
時 

 

（
初
日
は
午
後
二
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
四
時
ま
で
） 

場
所 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
（
前
回

と
同
じ
場
所
）
京
浜
東
北
線
関
内
駅

石
川
町
駅
よ
り
徒
歩
約
十
五
分 

問
合
せ
先 

平
松
久 

電
話0

3

―3
7
0

0

―1
9

4
4
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